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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022年２月14日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 
（１）2022年12月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想数値の修正（2022年１月１日～2022年６月30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり  

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

47,000 △900 △1,400 △1,500 △36.92 

今回予想（Ｂ） 47,400 △740 △440 △670 △18.55 

増減額（Ｂ－Ａ） ＋400 ＋160 ＋960 ＋830  

増減率(%)   ＋0.9 － － －  

（ご参考）前期実績 

（2021年12月期第２四半期） 
38,668 △5,275 △5,082 △3,168 △80.23 

 

 

（２）2022年12月期（通期）の連結業績予想数値の修正（2022年１月１日～2022年12月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

104,000 2,800 1,500 400 0.22 

今回予想（Ｂ） 102,000 1,700 1,500 400 1.60 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △1,100 0 0  

増減率(%)   △1.9 △39.3 0.0 0.0  

（ご参考）前期実績 

（2021年12月期） 
83,975 △7,366 △4,498 △2,873 △68.60 

 

 

修正の理由 

（１）2022年12月期第２四半期連結累計期間（2022年１月１日～2022年６月30日） 

当該期間の連結業績予想につきましては、極めて感染力の強い新型コロナウイルスの変異型「オミクロン型」の感染

拡大を受けた「まん延防止等重点措置」の影響により、消費活動は一定程度、停滞するものと見込んでおりました。し

かしながら、行動制限の解除に伴い、主力の外食事業を中心に売上高は想定を上回る水準まで回復することとなりまし

た。また、「まん延防止等重点措置」の期間延長に伴い、営業外収益に計上する営業時間短縮に係る新型コロナウイルス

感染症拡大防止協力金等（助成金収入）の金額が増加した結果、売上高は前回発表予想を上回り、営業損失、経常損失、

親会社株主に帰属する四半期純損失は縮小する見込みとなりました。 

 助成金収入に関する内容につきましては、本日公表の「営業外収益（助成金収入）計上に関するお知らせ」をご参照

下さい。 



 

 

（２）2022年12月期（通期）（2022年１月１日～2022年12月31日） 

当該期間の連結業績予想につきましては、足元の「ＢＡ.５株」の流行による感染拡大第７波の影響に伴い、７月以降

における既存事業の売上高は対2019年比で９割弱の水準に留まると想定しております。加えて、原材料費や光熱費の高

騰による影響を勘案した結果、売上高、営業利益は前回発表予想を下回るものの、助成金収入の増加や持分法投資損益

の改善により、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想から増減しない見通しとしております。 

なお、当社は2022年12月期第２四半期の決算発表を８月10日に予定しております。 

 

※１ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、  

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

※２ 売上高には、その他の営業収入を含めております。 

 

※３ １株当たり四半期純利益および１株当たり当期純利益の前回発表予想については、2022年５月13日公表の2022年

12月期第１四半期決算短信で見直した数値を記載しております。 

 

 

以上 

 


